
Twitter食事画像からの詳細カテゴリ発見
電気通信大学大学院 情報理工学研究科 情報学専攻 伊藤祥文 柳井啓司

Twitterでの画像付き投稿が増加

画像データと
テキスト情報
が利用可能

大量のツイート内容を分析し, ある
単語に対する詳細カテゴリを発見

発見されたカテゴリを用いて, 
投稿画像からデータセットを作成

手法概要

手法詳細

1．単語抽出

‒ Twitter過去ログを用いる
‒ 食事画像つきツイート約5年分
‒ MeCabを用いて単語抽出

2．認識可能性の評価

‒ Deep Learning

‒ Caffeを用いてマルチクラス分類

3．画像の選別

‒ ノイズ画像を除去

画像ごとの確率値で判定
確率値の低い画像は除外

まとめ・今後の課題

 データセットの評価

実験・結果

・ラーメンの分類率

 Twitterの内容を用いて
詳細カテゴリを発見

 発見したカテゴリをもとに
詳細分類データセットを作成
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 対象の単語を含まないカテゴリの
データセット作成

 学習用の画像が必要

テキストからの単語抽出

認識可能性の評価

画像の選別

認識可能性を再評価

背景と目的

「ラーメン」
から得られ
た詳細カテ
ゴリとその
画像の例

「カレー」か
ら得られた
詳細カテゴ
リとその画
像の例

各カテゴリごとの固有の特徴を発見し, 
画像認識可能な下位カテゴリを発見

「ラーメン」と「カレー」の2つのカテゴリ
について, データセットを作成した

Digitsを用いて学習

GoogLeNetを用いてfine tuning

 ラーメンの詳細カテゴリ

Top-1 Top-5 データ数

ノイズ除去なし 40.2％ 61.9％ 12500

ノイズ除去1回 49.6％ 69.9％ 10000

ノイズ除去2回 63.6％ 84.9％ 8018

繰り返す

・得られた画像

実際に
得られ
た画像

Google

検索で
現れた
画像

・カレーの分類率
Top-1 Top-5 データ数

ノイズ除去なし 34.3％ 59.3％ 12500

ノイズ除去1回 41.4％ 67.2％ 10000

ノイズ除去2回 54.8％ 82.7％ 7839

・得られた画像

実際に
得られ
た画像

Google

検索で
現れた
画像

‒ ノイズ画像の選別方法
①各カテゴリから一定数除外

②一定の確率値以下の画像を除外

・確率値の低い順に画像を除外
○各カテゴリの画像数が変化しない
×十分にノイズを除去できない
×非ノイズ画像を除去する可能性

・特定の確率値以下の画像を除外
○高確率でノイズ画像が除外できる
×カテゴリ間の画像数に差が発生

 カレーの詳細カテゴリ

 データセットの評価

カテゴリを選別

4．カテゴリの選別

‒ ノイズとなるカテゴリを除去

カテゴリの全画像の確率値で判定
全画像の確率値の平均を用いる
確率値の低いカテゴリは除外

‒ ノイズカテゴリの選別方法

平均が一定以下のカテゴリを除外
画像数に関係なく選別可能
確率値の低いノイズ画像によって
結果が変わる可能性

‒ 対象の単語を含むものを用いる

流行のものなど,

新しいデータが
使える


